
クロスコンセプト特集  《 算数・数学編 ～算数・数学の有用性～ 》

　新しい学習指導要領では、下記のような「算数・数学

の学習過程のイメージ」が示されています。

　

　ここでは、まず左のサイクルの【現実の世界】として、

マンホールのふたを扱い、円の理解の深まりについて述

べていきます。

　小学5年では対角線や

辺の長さについての学習

を経て、図形の見方が豊

かになっていきます。そ

のとき、「どうしてマンホールのふたは三角形や四角形

ではだめなのか」と問いを投げかけてみては、どうで

しょう。　

　型抜きを使い、長方形、

正方形、三角形、円で、マ

ンホールに見立てた図形

を子どもたちに作らせま

す。そして、同じ形の穴に

通していきます。ふたの向きを変えながら、ストンと穴に

落ちてしまわないかを確認するのです。子どもたちは、

三角形や四角形は落ちてしまうけれど、円は落ちないと

気付きます。なぜ、円はどの向きにしても落ちないので

しょうか。子どもたちは考え始めます。

　次に子どもたち

は、円だとどうして

落ちないのかにつ

いて説明を始めま

した。

P06 /  R I S U K E I R I N  No.19

事象を数理的に解釈する

算数・数学は、身近な暮らしの中で役立ちます

見つめ直すと、みえてきます
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子どもたちはこんな場面を
算数・数学を使って考えたことがありますか?
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C：正方形はふたを回して斜めにすると、正方形の一辺の
長さよりも対角線の方が長くなるので落ちます。

C：正三角形も、三角形の一辺の長さより、三角形の高さが
短いので、回すと落ちてしまいます。

小学校学習指導要領解説 算数編 p.8より

落ちる 落ちない



　新しい学習指導要領では、下記のような「算数・数学

の学習過程のイメージ」が示されています。

　

　ここでは、まず左のサイクルの【現実の世界】として、

マンホールのふたを扱い、円の理解の深まりについて述

べていきます。

　小学5年では対角線や

辺の長さについての学習

を経て、図形の見方が豊

かになっていきます。そ

のとき、「どうしてマンホールのふたは三角形や四角形

ではだめなのか」と問いを投げかけてみては、どうで

しょう。　

　型抜きを使い、長方形、

正方形、三角形、円で、マ

ンホールに見立てた図形

を子どもたちに作らせま

す。そして、同じ形の穴に

通していきます。ふたの向きを変えながら、ストンと穴に

落ちてしまわないかを確認するのです。子どもたちは、

三角形や四角形は落ちてしまうけれど、円は落ちないと

気付きます。なぜ、円はどの向きにしても落ちないので

しょうか。子どもたちは考え始めます。

　次に子どもたち

は、円だとどうして

落ちないのかにつ

いて説明を始めま

した。

　子どもたちは、直径の長さの学習をもとに、円をどの

向きに置いても落ちないのかと考えることを通して、小

学3年で既習である「コンパスでかいたようなまるい形

を円という」について、見つめ直す機会になります。ま

た、正方形の対角線と辺の長さや正三角形の高さと辺

の長さについても見つめ直すことができました。

　このように、一度学習したことを新たな学びを通じて

数理的に解釈していくことは、算数・数学での学びが深

まることにつながります。これから、その具体例を紹介し

ていきます。

　「算数・数学の学習過程のイメージ」のうち、右のサイ

クルの【数学の世界】についての例を、小学5年の三角形

の面積の学習で考えてみましょう。三角形の面積公式

「底辺×高さ÷2＝面積」の学習を終えた後に、6×4÷2＝

12となる三角形を子どもたちにかかせてみるとどうで

しょう。下のような三角形を次々とかき出します。

　

　かき出した三角形を見比べながら、どこが同じでどこ

が違うかを確認すると、子どもたちは、底辺や高さと面

積が同じでも、形の違う三角形があることに気付きま

す。そして、わかりやすく見比べるために、かき出した形

を重ね合わせて、次の図を作り始めます。子どもたちの

中に生まれた、等積変形を使った考え方です。

　

　このように、面積公式を見直すことで等積変形の考え

方を発見しました。このことは公式の解釈が深まってい

く姿となります。

  また、台形の面積を求めるときも同じです。台形の面

積の公式は「（上底＋下底）×高さ÷2＝台形の面積」です

が、上底が0cmのとき、「下底×高さ÷2」となり、三角形

の面積公式と同じと考えることもできます。

　

　台形の面積公式を学ぶことを通して、三角形の面積

公式を見つめ直すこと

ができます。

　同じように、中学1年

の垂直二等分線の作図

の学習では、割れたお

皿の破片から元の形を

調べる活動もあります。これは、弦の垂直二等分線を用

いることで、二等辺三角形の斜辺の長さが等しいこと、

点O（オー）を中心とした円の半径は全て等しいことの

学習を見つめ直すことにつながります。
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2 算数・数学がこんなにつながります

こんな展開はいかがでしょう
(小学４年：｢折れ線グラフ｣)　
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C：円の直径が同じ長さなので、回してどの向きにふたを置
いても穴に落ちません。

C：ふたの円の直径はどこも同じ長さだからです。
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折れ線グラフを一通り学習した後の授業を考えます。
同日の同じ時間帯の気温変化を表す折れ線グラフな
のに、測定時刻の間隔が違うと、グラフの形が大きく
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に応じて、目盛りを選ぶといいのではないかな。

１．緊急連絡網

　今は少なくなった緊急連絡網。普通、始めの人がい

て、そこからいくつかに分かれてつなげていくのが一般

的でした。でも、このつなぎ方、最も早いわけではありま

せん。どのようにつないでいくのが最も早い方法なの

か、その解決を俯瞰してみる（解釈）と、構造が見えてく

る、そんな題材を紹介します。

２．【展開】単純化して考える

　クラス40人分のつなぎ方を考えるとします。しかしい

きなり40人は難しいので、まず簡単な場合から考えるこ

とにします。例えば3人だったら、どのようなつなぎ方が

あるでしょうか。

　1回の連絡あたり1分かかるとし、同時に2人の人には

連絡できないとすると（以

下同じ条件）、左の2つのつ

なぎ方では、かかる時間は2

分で変わりません。では、4

人の場合はどうでしょうか。

　

　この場合にかかる時間を考えると、つなぎ方①、②、④

は3分かかりますが、つなぎ方③のみ、2分でつなぎ終え

ることができます。始めの人がAさんに連絡した後、始め

の人とAさんが、同時に次の人につなぐことができるか

らです。ここで「一度連絡した人が、暇な時間を作らず、

さらに連絡すること」を全体で共有しておきます。

　この発想で、「では、10人、さらには40人なら何分で

伝えられるか？」を考えていきます。このときには、「同じ

タイミングで連絡できる人」がわかるよう工夫して表現

するよう促します（場合の数を考えるための工夫です）。

例えば、次のような図が挙げられます。

　同じタイミングで連絡できる人を、丸数字で表してい

ます。6回目の連絡(すなわち6分)で40人に伝わってい

ることがわかります。

３．【解釈】図をかかなくても…

　図をかいていけば、このように何分で伝えられるかわ

かるわけですが、ここで図のかき方やかけられる人数の

増え方に着目すると、図をかかなくてもその時間が見え

てきます（関数的な見方）。

　例えば10人の場合は4分で伝えることができますが、

図をかいてみると最後何人かは連絡しなくてもよくなり

ます。そこで、逆に「4分で伝えられる人数は？」と考えて

みると、上図より1+20+21+22+23=16人であることが

見えてきます。その前の3分の時点では8人まで伝わっ

ていますから、伝わる人数は1分毎に2倍に増えていくこ

とがわかります。すると、n分後に情報が伝わる最大の人

数は、2n人であることがわかるので、25<40<26より、

「6分で伝わる」と説明できます。

４．【まとめ】解決をふり返ると

　図をかいただけでは、目の前の問題は解決できても、

その先にある内容の本質は見えてきません。今回は解

決をふり返って解釈することで、「何人になってもわか

る」というような、一般的な場合を見通すことができまし

た。図の解釈を深めるためには、どのように工夫して図

をかくか（並べ方、色遣い等）も重要です。

　

１．導入

◆ 日付を隠して、測定時刻の間隔が違う2種類のグラフ

を見せる。その違いに気付かせた後に、同日のグラフ

であることを示し、学習への関心を高める。

　

 T：これは同じ日の気温の変化を表しています。

C： グラフの形が違うよ。違う変わり方をしているみたい

だ。本当に同じ日のデータなの？

C：最高気温が違う。左は32度だけど、右は34度。

C：同じ日のデータなのに、最高気温が違うなんて変だ。

どういうことだろう。

C：左のグラフで、12時から18時の間は直線だけど、実

際はその間で、もっと気温が高いところがあった。

C：だから、右のグラフの方が正確に表している。

C：左のグラフの32度は、最高気温を表していない。

２．課題提示

◆ 左のグラフが最高気温を正しく示せていないことを

知ったことから、右のグラフも本当によいのかという

疑問を児童に感じさせ、グラフを再度解釈し直そうと

する態度を主体的に促すようにする。

３．自力解決

◆ 最高気温が34度よりも高いことがあるかどうか、2つ

のグラフから考える（解決時間を2～3分とる）。

４．発表・話し合い

C：右のグラフの方が正確だから、34度が正しい。

C：右のグラフの形は左のグラフよりも膨らんだりへこ

んだりしているから、34度より高いことがある。 

C：14時と16時の間が気になる。もっと目盛りの細かい

グラフがあればわかるはずだ。

◆ 34度ではない理由を中心に述べ、折れ線の直線部

分に注目させる。

C：右の方が正確ならば、もっと目盛りを細かくすれば、

さらに正しい気温が出るのかな。

C：14時と16時が同じくらいの気温だから、その間に、

グラフが山のようになっていると思います。

C：14時より16時の方が0.2度高いから、その後、さらに

上がり続けることも考えられます。 

C：1時間ごとのグラフはありますか。

◆ 1時間ごとのグラフを見せ、変化の傾向と実際を結

びつけて考えさせる。

C：やっぱり高い！

C：では、34.8度

が最高気温に

なるのかな。

C：もっと目盛り

を細かくする

と、さらに高くなるかな。

C：○時ちょうどに最高気温になるとも限らないんだね。

５．まとめ

◆ グラフを読み取るときには、表現されていないとこ

ろがある場合もあることに気付かせる。

 T：今日の新発見は？ 

C： 今まで、点と点を直線で結んでグラフをかいていた

けど、本当はそうならないこともあって、その直線の

中に、山や谷があることがわかりました。

C：目盛りを細かくすると、正確になります。

C：最高気温を見つけるときは、細かいほうがいい。目的
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6月25日の最高気温は、右のグラフにあるように
16時の34度でよいでしょうか。

違うことに気付くことで、折れ線グラフの解釈をする
例です。点と点を結んだ直線が必ずしも実際の変化
を表していないことを見つけると、グラフの見方が深
まります。

6月25日の気温の変化 6月25日の気温の変化

6月25日の気温の変化



に応じて、目盛りを選ぶといいのではないかな。

１．緊急連絡網

　今は少なくなった緊急連絡網。普通、始めの人がい

て、そこからいくつかに分かれてつなげていくのが一般

的でした。でも、このつなぎ方、最も早いわけではありま

せん。どのようにつないでいくのが最も早い方法なの

か、その解決を俯瞰してみる（解釈）と、構造が見えてく

る、そんな題材を紹介します。

２．【展開】単純化して考える

　クラス40人分のつなぎ方を考えるとします。しかしい

きなり40人は難しいので、まず簡単な場合から考えるこ

とにします。例えば3人だったら、どのようなつなぎ方が

あるでしょうか。

　1回の連絡あたり1分かかるとし、同時に2人の人には

連絡できないとすると（以

下同じ条件）、左の2つのつ

なぎ方では、かかる時間は2

分で変わりません。では、4

人の場合はどうでしょうか。

　

　この場合にかかる時間を考えると、つなぎ方①、②、④

は3分かかりますが、つなぎ方③のみ、2分でつなぎ終え

ることができます。始めの人がAさんに連絡した後、始め

の人とAさんが、同時に次の人につなぐことができるか

らです。ここで「一度連絡した人が、暇な時間を作らず、

さらに連絡すること」を全体で共有しておきます。

　この発想で、「では、10人、さらには40人なら何分で

伝えられるか？」を考えていきます。このときには、「同じ

タイミングで連絡できる人」がわかるよう工夫して表現

するよう促します（場合の数を考えるための工夫です）。

例えば、次のような図が挙げられます。

　同じタイミングで連絡できる人を、丸数字で表してい

ます。6回目の連絡(すなわち6分)で40人に伝わってい

ることがわかります。

３．【解釈】図をかかなくても…

　図をかいていけば、このように何分で伝えられるかわ

かるわけですが、ここで図のかき方やかけられる人数の

増え方に着目すると、図をかかなくてもその時間が見え

てきます（関数的な見方）。

　例えば10人の場合は4分で伝えることができますが、

図をかいてみると最後何人かは連絡しなくてもよくなり

ます。そこで、逆に「4分で伝えられる人数は？」と考えて

みると、上図より1+20+21+22+23=16人であることが

見えてきます。その前の3分の時点では8人まで伝わっ

ていますから、伝わる人数は1分毎に2倍に増えていくこ

とがわかります。すると、n分後に情報が伝わる最大の人

数は、2n人であることがわかるので、25<40<26より、

「6分で伝わる」と説明できます。

４．【まとめ】解決をふり返ると

　図をかいただけでは、目の前の問題は解決できても、

その先にある内容の本質は見えてきません。今回は解

決をふり返って解釈することで、「何人になってもわか

る」というような、一般的な場合を見通すことができまし

た。図の解釈を深めるためには、どのように工夫して図

をかくか（並べ方、色遣い等）も重要です。
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こんな展開はいかがでしょう
（中学２年：「場合の数」）
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は始めの人※
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